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会 議 記 録 兼 報 告 書 

議 題  第 66 回伊那まつり 第１回事務局会議 

日 時  令和５年３月 27日（月）午後６時から同７時 10分まで 

場 所  伊那市役所 多目的ホール 

出 席 者 

 実行委員長 中山昭 

事務局長 工藤陽介、事務局次長 宮澤伸英、安藤泰行 

 総務広報委員会 城取和広 

 市民おどり委員会 山岸洋子、丸山洋美 

 おまつり広場委員会 竹腰充、藤澤宏正 

 交通委員会 山﨑隆男（伊那市交通安全協会）、竹村義春（伊那警察署交通課長） 

 市 生活環境課 藤井聡生・山口雄樹 

商工振興課 林裕二・村田和也、 

観光課 清水俊一郎・唐木玲・中谷剛・酒井高太郎・小牧さとみ・牛山和也 

打 合 せ 内 容 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶（中山実行委員長） 

  

３ 協議事項 

(1) 検討事項について 

① 開催時間、交通規制エリアについて 

・交通規制エリアを坂下入舟交差点～春日公園下交差点（約 1.1 ㌔）とする。 

・開催時間は広場が午後３時から、オープニングパレードは同４時 30 分から、おどり関連企画は同

５時から、とする。 

・交通規制時間は、伊那橋南詰～中橋南詰を午後１時から、その他を同４時 30 分からとする。規制

解除は午後９時とする。 

 

② おどり連のコロナ対策について 

（参考）第 62回は、交通規制エリア 1.6 ㌔、３列縦隊、前後間隔１㍍で、参加者 5,780 名。 

    「1.1 ㌔」「２列縦隊」「前後間隔 1.5 ㍍」の場合、収容可能な参加者は 1,927 名。 

    「1.1 ㌔」「３列縦隊」「前後間隔１㍍」の場合、収容可能な参加者は 3,853 名。 

・おどり連募集にあたっては、コロナ対策を考慮して人数制限することとする。 

 ただし、８月時点のコロナの状況により、人数制限を緩和することがある。 

・募集告知は次のとおり行う。 



 

 

「参加募集するおどり連全体の数は、最大で 2,000 名とします。ただし、参加者が上限（2,000 名）

に達した場合は、各連に参加者削減の協力依頼をする場合があります。」 

「踊る際は、前後左右の人と 1.5 ㍍を目安として間隔を開けてください。前が詰まった場合、その

場に留まって踊ってください。」 

・おどり連参加者の飲酒可否について、コロナ対策と別に議論すべき。→次回会議で検討。 

 

③ 祭事、おまつり広場への補助金について 

・原則として、伊那まつりでは誰でも自由に商いをすることとする。 

・商いに係る設備や資機材に対しては、伊那まつり実行委員会の設置するおまつり広場への出店者と

一般の出店者の間に不公平がないよう、伊那まつり会計から補助しない。 

・伊那まつり実行委員会の設置するおまつり広場について、会場全体の賑やかしに係る費用について

は、従来どおり補助の対象とする。 

・祭事（勘太郎・天竜川船着場）については、基本方針である「市民が集い、共に考え、共に行動し

て成し遂げる市民まつり」の趣旨に鑑み、次回以降、補助対象としての妥当性について検証する。 

・伊那まつり実行委員会では、セントラルパーク、いなっせ北側広場、西町（パークホテル北 50 ㍍

駐車場）、伊那バスターミナルに広場を設置することを検討する。 

・伊那まつり実行委員会からおまつり広場及び祭事に対する補助金は、市の補助金要綱に準じて補助

対象費用の 1/2 とする。 

 

④ 制作物（Ｔシャツ、うちわ、豆しぼり）の外部委託について 

・市民まつりの観点から、Ｔシャツやうちわのデザイン公募は伊那まつり実行委員会で行う。 

・Ｔシャツ、うちわ及び豆しぼりの制作、予約受付、販売、広告集めは民間委託する。 

 

⑤ 花火の規模や各委員会の対応について 

・市民おどり終了後、春日公園から 20分程度花火を打ち上げる。 

・打ち上げの規模は 350 万円とする。 

・打ち上げ費用は寄付による。多くの方から寄付いただくことを念頭に、寄付金額は１万円、３万円、

５万円及び 10万円とする。（法人、グループ、個人いずれも同額） 

・春日公園周辺の交通規制は行わない。公園の進入路に看板設置及び警備員等配置で対応する。 

・花火打ち上げ警戒として、伊那市消防団に協力依頼する。 

 

⑥ まつり冊子について 

・まつり冊子について、Ａ３両面を二つ折りした４Ｐ構成（みなまつりと同様）とする。 

必要なページは次のとおり 

 1P 表紙（ポスター、主な開催内容）、2P 会場図、3P 寄付者一覧、4P デザイン入選者紹介 

・制作を花火と同様に寄付で賄う。 

 

⑦ オープニングパレードについて 

・第 62 回伊那まつりでオープニングパレードに参加した団体及び参加を申し出ている団体に意向調

査を行う。 



 

 

・オープニングパレード打合せ会議を開催し、参加団体が相互につながりあって賑やかし、盛り上げ

をするよう提案する。 

・開催時間は、伊那まつり当日の午後４時 30 分から同５時の間とする。 

・伊那まつり実行委員会からの依頼でなく、自発的な参加と位置付ける。 

 

⑧ 市職員、安協等の動員について 

・伊那警察署の指導によることとするが、可能な範囲で交通規制や人員配置を最小限に抑える。 

・看板やバリケードを増設することで、人を配置する箇所を減らす。 

・安協の日当については、増額（目安 1,000 円→2,000 円）する。 

 

(2) 報告事項について 

① 総務広報委員会 

・ポスター制作については、例年どおり市内中学校に依頼済み。 

・Ｔシャツ及びうちわのデザイン募集を近日中に開始する。 

・機材の準備を請け負う業者とは打合せを行い、見積もりをもらっている。 

・おどり連の折り返し地点に設置していた大型行燈は、今回は設置しない。 

・制作物の民間委託が決まったので、市民おどり委員会に割り振った業務（おどり放送原稿の作成）

を総務広報委員会で担うことができる。 

 

② 市民おどり委員会 

・おどり振興会にインストラクターの参加意向調査を依頼した。オープンレッスンの開催方法を検討

する。 

・5/12 連の説明会に向けて実施要項を準備したい。 

 

③おまつり広場委員会 

・公募の枠をどう設けるか、検討が必要。 

・ステージ設置の要否について検討し判断したい。 

 

④交通委員会 

・今日の枠組み決定により、検討をスタートする。ガードマンなど、必要人員の洗い出しを行う。 

 

４ その他 

・各委員会から予算要望書を提出願いたい。（観光課宛て、4/7 まで） 

 

５ 閉会 

・閉会後、それぞれの委員会で打ち合わせ。 

 

○取材対応 

 信濃毎日新聞、長野日報、みのわ新聞、伊那ケーブルテレビジョン 

 


